
―お2人が国連に勤務するようになった経
緯からお聞かせいただけますでしょうか。

山﨑　あずさ監査法人に入所し、自らが

志望して国際部に配属。そこでグローバル

に展開する日本の上場企業および日本に

ある海外子会社の監査業務に従事してい

ました。その後、国際財務報告基準（IFRS）

を導入する日本企業のアドバイザリー業

務に従事。特に英語のマニュアル作成に

ついては、楽しみながら取り組んでいまし

たね。もちろん、海外出張も多く、様々な

経験を重ねました。多くの会計士の方が

そうかもしれませんが、入所して3年が経

過し、会計士の修了考査があるあたりで、

「次のステップをどうしようか？」と考える

ようになっていました。ちょうどその時に、

たまたまUSCPAの資格を持つ大学の先

輩が国連で働いている話を聞いて、「なる

ほど、そういう道もあるのか」と思いまし

た。実は、高校生の時に留学を経験してい

て、当時から、将来は国際的な仕事をして

みたいという漠然とした憧れを抱いてい

ました。特に国際機関で働くのって、単純

にすごそうだなと思っていたので、先輩の

話を聞いて大変興味を持ちました。当時応

募基準を見たときに、ものすごくハードル

が高いと感じました。大学院レベルの専門

知識と英語に加え、第2外国語もマスター

していなくてはならないというものでし

た。でも、先輩の話を聞いて「もしかしたら

今の自分ならチャレンジできるのではない

か？」と思い、外務省が実施しているJPO

派遣制度プログラムに応募したら、割とと

んとん拍子で決まってしまって…。お世話

になったあずさ監査法人を、ちょうど４年

目の途中でやめて、2014年にローマにあ

る国連の食糧支援機関であるWFPに移っ

てきました。WFPの基本的な活動は、例え

ば世界中で起きている紛争による難民問

題に対する支援や地震・台風・洪水・干ば

つなどの災害地へのサポートを実施する

というものですが、そのプロジェクトごと

に必要な資金は、ゼロベースで各国政府

からのファンドレイジングによって調達し

ています。現在（2018年8月前半まで）所

属している部署では、そのお金をどのよう

に使ったのかを各国に報告するリポート

を作成しています。

林　私は山﨑さんのように外務省派遣で

はなく一般公募を経て国連職員になりま

した。以前は監査法人トーマツで監査およ

びIFRSアドバイザリー業務に従事してい

ました。監査法人時代の語学研修をきっか

けに米国公認会計士（USCPA）も取得し

ていたので海外に対する思いはもともと

あったのかもしれません。国際協力業界に

足を踏み入れたきっかけは「経済大国イン

ドネシア」という本に出会ったことでしょう

か。本屋で平積みされていた本を何気なく

手にとった際、何かこみ上げるものを感じ

たことを覚えています。その後、著者の佐

藤先生のオフィスまで押しかけてしまい、

いろいろと興味深いお話もお伺いするこ

とができました。そんなとき、国際協力機構

（JICA）がインドネシアでのポストを公募

していることを知りました。さっそく申し込

み、面接ではこれまでの経験と自分のイン

ドネシアに対する思いをJICAにお伝えし

たところ、運よくインドネシアに派遣してい

ただけることになりました。JICAインドネ

シアでは、無償・技術協力（海賊対策）、円

借款（鉄道事業）を担当させていただきま

した。海賊対策はマラッカ・シンガポール

海峡に出没する海賊を監視支援するとい

う仕事です。もしかしたら、海賊退治に関

わった公認会計士はあまりいないかもし

れませんね（笑）。一方、鉄道事業では円借

款で開発されている鉄道事業を、主に資

金面から監理していました。国家事業なの
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で私の担当だけでも1,500億円相当の規

模があり、スケールの大きさに驚いたもの

です。仕事にはやりがいを感じていました

が、いいことばかりではなく、任期中ISISの

テロがあったり、贈収賄事件に巻き込まれ

たり、腸チフスにかかったりといったこと

もありました。が、終わってみればみな良

い思い出です。特に日尼両政府のいろい

ろな方々に大変可愛がっていただき、すば

らしいご縁をたくさんいただくことができ

ました。そうこうしているうちに、私の任期

が近づいてきます。当時お世話になってい

た在尼日本大使館の方に「これからどうす

るの？」と言われて、はたと現実に引き戻

されました。その際、大使館の方から国際

機関の存在を教えていただき、せっかく国

際協力業界に足を踏み入れたのだから、

もうちょっと寄り道してみようかなと、国際

機関に応募することにしました。とは言い

ながら、一般公募での採用は本当に狭き

門のようです。最初の頃はいくつものポジ

ションに応募しても返事すらいただけない

状況でした。その後、運良く人事コンサル

タントの方の支援を受けて応募書類等の

見直しをした結果、面接に呼んでいただけ

るようになったものの、そこで国際機関採

用の厳しさを身をもって知りました。ある

国際機関の面接でお伺いしたところによる

と、1つのポジションに対して約800名の

応募があるとのこと。それも海外の有名大

学（修士・博士）を卒業して、すばらしいご

経歴をお持ちの方々との競争になるとの

ことでした。ちょっと私は場違いなのでは

ないかなと思ったのですが、先方からは監

査経験のある公認会計士ということで、適

性がある程度明確なこと、官民両方の経験

をしていて開発途上国の経験があるのは

ちょっと変わっていておもしろかったから

呼んだんだよ、とコメントいただいたのを

覚えています。正直に言えば、日本人を求

めているから、というのも主な理由のよう

でした。最終的に、FAOにお世話になるこ

とになるのですが、採用に当たっては、私

個人の力によるものではなく、日本外務省

および在伊日本大使館の方々のお力添え

をいただいたことが決め手であったこと

は間違いありません。FAOでは、プロジェク

トごとに組成するトラストファンドの監理

を担当させていただいています。具体的に

はアジア（日本・中国・韓国）およびマルチ・

ドナープロジェクトを資金面からサポート

しています。特に日本との関係では外務省

やJICAなど旧知の方とお仕事させていた

だくこともあり、これまでのご縁に感謝し

ながら仕事をしています。

山﨑　1冊の本から人生が変わるという

経験は、実は私にもあります。会計士にな

る前、学生時代、台湾に留学していた時に、

「将来どうしよう？」と思いを巡らせてい

た頃の話ですが、台北の書店でその1冊に

出会いました。当時の台湾企業はものす

ごく勢いがあったので、台湾ビジネスにつ

いてもっと知りたいという思いで、日本人

が書いた台湾ビジネスの本を手に取りま

した。巻末の著者紹介を見たら、台湾在住

のデロイトの方で、そこにメールアドレス

が記載されていたんです。ダメ元でメール

をしたらご返信をいただき、わざわざ時間

を作って会ってくださったのです。その時に

「日本人として海外で働きたいと思ってい

たり、海外ビジネスに興味があるのなら、

日本の会計士の資格を取得する選択が良

い」とアドバイスをいただきました。それま

では、会計士に興味を持っていたものの、

自分には無理だと思っていたのですが、そ

んなにすごい人が言ってくれるのなら頑

張ってみようと。それが結局、日本の公認

会計士を目指す原動力になり、あずさ監査

法人に入るきっかけになったのです。

―そもそも会計士に興味を持ったのは、ど
のようなきっかけから？

林　私はいわゆるバブル崩壊後の就職氷

河期に大学を卒業したので、就職すること

ができなかったんですね。先に公認会計士

2次試験に合格していた私の友人による

と、会計士試験に合格すれば就職先がいく

らでもあるよと。結果的には合格するまで

に長く苦しむことになりましたが（苦笑）。

山﨑　私の周囲には公認会計士の資格を

取るというような友人はおらず、語学スキ

ルや実力で外資系企業や日本の商社やメ

ディアやコンサルといった企業の内定を

いとも簡単に得ていました。留学して1年

遅れで大学を卒業することになると、日本

の場合、就活が一斉にはじまるので、どう

しても乗り遅れてしまって、 “もうおしまい” 

と、弾かれてしまうという傾向があります。

どうしようか？と迷いがあった時に、例の

台湾での出会いがあって、その方がロー

ルモデルになったんです。大きな影響を受

けました。

―現在のお仕事でやりがいを感じている
ポイントについてお聞かせください。

林　国連という組織に対していろいろご

意見があることは存じていますが、国連の

存在意義もまだまだあるように思います。

「国際機関で特定の国に肩入れすること

はいかがなものか」とご意見いただくやも

しれませんが、日本の皆さんの血税が投入

される以上、1人の日本人として何かでき

ることがないか、と自問自答しながら業務

遂行しています。一方で、国際機関から日

本に対する高い期待を感じることも確かで

す。こういったご期待に対して資金面だけ

ではなく、人的な貢献をすることで日本の

プレゼンスを示すことできるのではないか

と考えています。

山﨑　私も林さんと同意見です。日本人が

国連という組織の中でプレゼンスを発揮

できるというのはとても意味があると思っ

ていますし、そこの一部を担っていること

にやりがいを感じています。個人レベルで

は、やはり日本の東京にいたら、なかなか

見ることができない景色がここにあると思

います。会計という観点からすれば、最先

端は資本市場にあって、確かにそこから離

れた場所にいるかもしれません。しかし、

国際政治という意味では、今どういった危

機があって、各国政府はどういう風にお金

を出しているかというのがわかるし、経済

を動かしているのは資本市場でも国際政
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治はヨーロッパが動かしていたり、アメリカ

が引っ張っていたりします。要するに会計

士の経験と国連の経験を活かすことで、違

う世界が見えてくるという点に魅力を感じ

ています。いろいろな国の人と一緒に働け

ますし。ウルグアイ、キルギスタンとかアフ

リカの国々の方とか、日本にいたらなかな

か一緒に仕事をする機会も持てないよう

な人たちとのコミュニケーションにも刺激

を感じています。

林　公認会計士の資格を持っていて良

かったなと思うのは、ほとんどすべての国

際機関で会計・監査に関連する仕事がある

ことでしょうか。お伺いした話ですと、例え

ば気候変動に関するポジションはすべての

国際機関をあわせても年に数件しかない

ということもあるようですし。ただ、数多く

のポストが出ていたとしても採用されるか

どうかは別の話で、こればかりは何とも言

えません。

山﨑　確かに会計士ってわかりやすいス

キルですよね。資格がないと、そこで足切り

されるケースは往々にしてあります。ある

と逆に誰も文句が言えない(笑)。

―反対に、国際組織だからこそ難しいと感
じられたこと、そしてそれらにどのよう
に対応されていらっしゃるか共有いた
だけますでしょうか。

林　私はJICAを経由して国連で働き始め

ましたので、最近何となく両者の違いを意

識するようになってきたような気がします。

JICAだと主に2国間協力がメインになりま

すので、日本と援助国に気を配れば事足り

るのですが、国連だと多国間協力になりま

すので、その他の国々にも配慮しなければ

ならないようです。いずれにせよ志は同じ

であると信じていますが。

―今後のビジョンをお聞かせいただけま
すか？

林　あまり大きな声でいうことではないの

ですが、私は長期ビジョンを持つことがど

うも苦手で（苦笑）。机に座っていろいろと

将来を思案するよりも、足を動かしていろ

いろな人に会いに行くほうが性分に合っ

ているようです。国連で働くことも当初は

まったく想定していなかったわけで、これ

ばかりはご縁なのかもしれません。ただ、

監査法人時代に大変お世話になった方に

いただいた言葉にずいぶん助けられまし

た。それは「人生ではいろいろ悩んだり、道

に迷ったりすることもあるだろうけれど、そ

んな時は、心がワクワクするほうを選びな

さい」ということです。その時々では意識し

ていませんでしたが、今振り返って見ると、

確かにワクワクする方を選んできたように

思いますし、そういった気持ちで働いたほ

うが人生の満足度も高いような気がして

います。次にワクワクするようなことがあっ

たらまた考えるかもしれませんが、今のと

ころは明確なビジョンはありません。

山﨑　基準は林さんと一緒です。自分自

身、それぞれの分岐点でワクワクするほう

を選んできたのは間違いありません。これ

から東京に戻って、企業連携の仕事に関

わっていくことになります。これも、官と民

が連携しながら貧困に苦しむ人を救って

いくという、新たなモデルを構築したいと

思っていて、そこにワクワクを感じたので

お引き受けしたという経緯があります。そ

して日本の企業にもメリットが生じるよう

な、そんな流れを作っていきたいですね。
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林　よくわかります。 ”魚をあげるのでは

なく魚釣りの仕方を教える” ではないです

が、国際協力が終わった後も、援助国の

方々が自活できることが大切なのかもし

れませんね。そのため、最終的にはビジネ

スとして成り立っていくこともひとつの形

なのかもしれません。

山﨑　私が台湾にいたときも、結構そう

いったことを感じていました。当時の日本

はまだレガシーにすがっていた状態にあっ

て、台湾や韓国に一気に抜き去られてし

まった感のあった時期。ちょうど向こうにい

たので、その考え方の差を明確な形で目の

当たりにしました。当時の台湾企業はいか

に安いコストで仕事を引き受けながら自

分たちが利益を残し、生き抜いていくかに

ついて真剣に考えていました。日本の家電

メーカーのPCのシェアがものすごく高かっ

た時にマイクロソフトと連携して新しいプ

ロジェクトを立ち上げるような、そんなした

たかさを持っていました。それはたったの

100ドルで、しかもハンドルを回して発電し

ながら使用できるPCで、最終的にはアフリ

カの国々の教育に役立てるというものでし

た。薄利多売でも新興市場で先行者の利を

とるという日本企業にはできないことを画

策していました。もちろん、それは国策とし

て企業と官が連携して進めていったからこ

その成果です。企業からすれば、決して援助

という観点で始めた訳ではなく、利益の確

保が目的であったにも関わらず、結果的に

国際支援につながっていきました。こうい

う流れを作っていきたいですね。

―ありがとうございました。最後にこれか
ら会計士を目指す方、そして若手の会計
士の方に向けてメッセージをお願いで
きますでしょうか。

山﨑　先ほども申し上げたように、”ワク

ワクする気持ち” をベースにしながら動く

のって結構間違いないと思います。私はそ

れが原動力となり、ここまで突き進んでき

たので。

林　国際協力の世界に飛び込んで気づい

たのは、日本人の勤勉さ、すばらしさです。

普段何気なく日本で過ごしていると見過

ごしてしまいそうですが、当たり前のこと

が当たり前にできているという状況がい

かにすばらしいことなのかを実感する毎

日です。勢い余って日本の会計監査の世界

を飛び出してしまいましたが、これまでの

すべてのご縁に心から感謝しています。最

後に、これから国際機関で働く方々へ私が

ローマへ赴任するにあたり、ある方からい

ただいた言葉をご紹介したいと思います。

「多くの人が望んでもたどり着けない大

儀あるお役目かと存じます。ご活躍を祈念

しています」。いつかどこかでお仕事をご

一緒できることを楽しみにしています。

山﨑　そうですね。きっかけはやはり、そ

ういった “人の縁” だったりしますので。特

に海外で仕事をするうえでは、重要な要素

だったりするかもしれません。

このインタビューは2018年5月26日に実施されました。
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